様式２
専門家登録誓約書
　
  私は、松阪市産業支援センターの専門家登録を行うにあたり、下記の内容のとおり誓約します。
記
1. 専門家派遣業務により職務上知り得た秘密を漏らし、または自己の利益のために利用しないこと。
2. 松阪市産業支援センター専門家登録要領及び専門家派遣事業実施要領を順守すること。

3. 登録専門家として、また専門家派遣業務に従事するにあたり、信義に従って誠実にこれを履行し、不慮の事故、不測の事態に遭遇した場合は、自己の責任において誠実に対応し、速やかに松阪市産業支援センターに報告すること。
4. 私（所属する団体、企業を含む）が、下記の各号の一に該当すると認められた場合、専門家登録の取消処分があっても異議を申し立てないこと。
	１ 本人、法人等又はその役員等が、暴力団関係者と認められる場合

２ 本人、法人等又はその役員等が、自社、自己若しくは第三者の不正な利益を図り、又は第三者に損害を与える目的を持って、暴力団の威力又は暴力団関係者を利用したと認められる場合

３ 本人、法人等又はその役員等が、暴力団又は暴力団関係者に資金等の供給、資材等の購入など積極的に暴力団の維持、運営に協力し、又は関与していると認められる場合

４ 本人、法人等又はその役員等が、暴力団又は暴力団関係者と密接な関係を有していると認められる場合（密接な関係とは、友人又は知人として、会食、遊戯、旅行、スポーツ等を共にするなどの交遊をしている場合をいう。この場合、特定の場所で偶然出会った場合は含まないが、年１回でもその事実がある場合は当該要件に該当する。）

５ 本人、法人等又はその役員等が、暴力団又は暴力団関係者と社会的に非難されるべき関係を有していると認められる場合（社会的に非難される関係とは、たとえば、暴力団事務所の新築等に係る請負契約を結び、又は暴力団関係者が開催するパーティー等その他の会合に招待し、招待され、若しくは同席するような関係を含む。この場合、特定の場所で偶然出会った場合等は含まない。）

６ 本人、法人等又はその役員等が、暴力団関係者であると知りながら、これを不当に利用したと認められる場合


                                     　　　　　　　　　　　年　　月　　日
　松阪市長　あて
  　                 住　所：（〒　　　　　）
    　           　　氏　名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
